
  

 

令和４年度 実施事業報告 

 

 

令和４年においても、新型コロナウイルス感染症は、感染拡大・縮小の波を繰り返し、年間を通して予

断を許さない状況が続いた。当協会の事業活動においては、国や県、市が示したイベント開催の基準やル

ールを遵守し、また、徹底した感染予防対策をとりながら事業を実施した。 

 

１ 振興対策事業及び啓発宣伝活動事業  

年間を通して、北九州港の整備振興及び啓発宣伝に資する活動を行った。 
 

（１）みなとオアシス事業 

令和元年１１月１５日、国土交通省から「みなとオアシス門司港」として認定されたこ

とを契機に、地域住民の交流促進や地域の魅力の向上につながるイベントとして、船舶の

一般公開や帆船の体験航海、また、フェリーを利用したクルーズやSea級グルメなど、市と

協力して毎年実施している。 

当協会は、みなとオアシス門司港運営協議会の事務局を担当した。 

 

（２）北九州港セミナー 

北九州港のＰＲと一層の利用を促進するため、荷主や船社などの北九州港のユーザーを

対象に、市及び関係団体との共催で、東京において、セミナーを開催した。 

■ 時 期 令和４年１０月２５日 

■ 場 所 経団連会館 

■ 参加者 ３２０人（１３９団体） 

（３）ポートミッション 

国内の港湾施設と活動状況等の調査・研究のため、視察研修を実施した。 

■ 時 期 令和５年２月１日～３日 ２泊３日 

■ 場 所 神戸港、清水港、横須賀港 

■ 参加者 ３１人 

 

（４）記念品の製作・販売及び配布（通年） 

北九州港のＰＲを促進するため、北九州港のシンボルマークやマスコットキャラクター 

「スナＱ」をデザインした記念品等を製作・販売し、イベント等で配布した。 

 

 

 

記念品 

種 類 

ポロシャツ、フリース、ネクタイ、ぬいぐるみ、缶バッチ、マスク 

ボールペン、マフラータオル、マグネット等 



 

（５）歓迎訪船（通年）  

歓迎のメッセージを伝え、北九州港をＰＲするため、初入港した船舶や新規航路の第一

船などを対象に北九州市と共同で歓迎訪船を実施した。 

 

 

 

 

 

 

（６）北九州港オリエンテーション 

港湾業務の基本を学ぶため、会員企業の新入社員等を対象に、港湾や貿易などに関する

研修講座を実施した。 

なお、港湾関係施設等の船上からの視察を予定したが、悪天候（濃霧）やエンジントラ

ブルなどで中止となった。 

■ 時 期 令和４年４月２７、２８日 

■ 場 所 [船上視察]  中止（27日） 

東コース…田野浦ROROﾀｰﾐﾅﾙ、太刀浦ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ、新門司地区、砂津､日明、西海岸など 

    西コース…砂津、日明地区、戸畑、響灘地区（ひびきｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ風力発電等） 

[基礎講座] 北九州国際会議場 1階 「メインホール」 

■ 参加者 １０５人 

 

（７）港湾整備事業説明会  

海運・港湾企業等会員を対象に、国土交通省九州地方整備局や北九州市から講師を招き、

今後の北九州港の整備事業や将来計画等の事業説明会を開催した。 

■ 時 期 令和４年７月５日 

■ 場 所 ＫＭＭビル ４階 「大会議室」 

■ 参加者 １４０人 

 

（８）港湾セミナー 

        世界の港湾の最新情報や物流動向、関連する経済情勢などを学ぶため、会員等を対象に、 

講演会を開催した。 

        ■ 時 期 令和５年１月２３日 

■ 場 所 北九州国際会議場 ２階 国際会議室 

■ 参加者 ３７人 

■ テーマ及び講師「近年の国際物流の変化とRCEP発効による東アジア物流の新展開」 

九州国際大学 現代ビジネス学部 教授 男澤智治 氏 

月日 船名 船籍 トン数 船社 

4/21 のがみ 日本 7,450 井本商運㈱ 

7/28 XINMING ZHOU22 中国 9,653 寧波遠洋 

9/14 GUANG PING 香港（中国） 5,275 日照海運 

11/19 さくら 日本 7,532 井本商運㈱ 



（９）北九州市からの受託事業 

北九州港の役割や海辺の魅力などを市民に周知するための事業を実施した。 

①  門司・西海岸へのクルーズ船寄港おもてなし等業務  

           クルーズ船寄港による港周辺の賑わいづくりや北九州市の魅力を乗客等へ広くア

ピールすることを目的に、入出港時のおもてなしイベント及び歓迎式典を実施した。 

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 北九州港・みなとまちづくり事業 

           北九州港の魅力を様々なイベント等を通じて、広く市民に周知するとともに、 

人々が集い、港の賑わいづくりを図った。 

ア 船舶公開業務 

市民に海や港への理解を深めてもらうため、北九州港(門司区)に帆船「みら

いへ」を招聘し、体験航海を行った。 

 

月日 船名 船籍 トン数 船社 

5/25 にっぽん丸 日本 22,472 商船三井客船 

5/29 にっぽん丸 日本 22,472 商船三井客船 

6/7 ぱしふぃっくびいなす 日本 26,594 日本クルーズ客船 

6/16 ぱしふぃっくびいなす 日本 26,594 日本クルーズ客船 

6/19 ぱしふぃっくびいなす 日本 26,594 日本クルーズ客船 

9/10 にっぽん丸 日本 22,472 商船三井客船 

9/12 にっぽん丸 日本 22,472 商船三井客船 

9/27 ぱしふぃっくびいなす 日本 26,594 日本クルーズ客船 

9/30 ぱしふぃっくびいなす 日本 26,594 日本クルーズ客船 

10/1 ぱしふぃっくびいなす 日本 26,594 日本クルーズ客船 

10/12 飛鳥Ⅱ 日本 50,444 郵船クルーズ 

10/13 飛鳥Ⅱ 日本 50,444 郵船クルーズ 

10/17 飛鳥Ⅱ 日本 50,444 郵船クルーズ 

12/4 飛鳥Ⅱ 日本 50,444 郵船クルーズ 

3/27 アザマラ・クエスト 米国 30,277 アザマラ・クラブ・クルーズ 



イ 一般寄港記念イベント等業務 

       北九州港に寄港する船舶等(一般寄港)について、入出港に必要な手配を行う 

  他、歓迎訪船等の寄港記念イベントを実施して、歓迎の意を表するとともに 

北九州港をＰＲした。 

ウ 北九州港市民クルーズ実施業務 

       船舶等を活用して、北九州港及びその周辺における港湾施設見学イベント 

「北九州港クルーズ・みなと見学会」を開催し、広く市民に港や海に親しんでも

らうとともに港の賑わいを創出した。 

エ 北九州港マスコットキャラクター「スナＱ]を活用した広報活動等業務 

「スナＱ」ブランドを活用した情報発信及び市内各種イベントへの参加を 

行い、ソーシャルメディア等を活用し、北九州港のイメージアップを図った。

また、着ぐるみの貸出しやイラストの使用受付等の業務を行った。 

③ 北九州ゆめみらいワーク２０２２「みなとのお仕事ブース」出展業務 

        北九州ゆめみらいワーク２０２２で、「みなとのお仕事ブース」を出展するにあた

り、港湾関係企業や官公庁等への参加の働きかけやブースの管理・運営を行った。 

        また、スタンプラリー等を行い各ブースを周遊してもらう仕組みづくりを行った。 

        ■ 時 期 令和４年１１月９日、１０日 

■ 場 所 西日本総合展示場 新館 

■ 出展企業   …オーシャントランス㈱、阪九フェリー(株)、(株)名門大洋フェ

リー、九州総合建設（株）、(株)白海、深田サルベージ建設(株)、 

(株)若港、若築建設(株) 

 関係官庁等 … 門司税関、第七管区海上保安本部、北九州市港湾空港局（総合 

案内） 

                 ■ 参加者 主に中学生、高校生、教職員 全体７,５５４人  

           ■ スタンプラリー参加者数 ４８５人 

    

（10）クルーズ船寄港定着化事業 

北九州港へのクルーズ寄港の定着化を図るため、九州クルーズ振興協議会に加入し、 

北九州市とともに客船の誘致活動を推進した。 

また、下関港と連携した「関門港クルーズ振興協議会」の事務局を担当するとともに、

関門港に寄港するクルーズ船を利用した旅客等に対する観光資源の情報発信事業等を行い、

クルーズ振興を行った。 

 

 

 

 

 



（11）みなと見学会 

物流拠点としての港と日常生活のつながりを理解するため、市民を対象に港湾、空港 

施設等の見学会を開催するとともに、太刀浦コンテナターミナルの見学ガイドを行った。 

① 北九州港クルーズ・みなと見学会 

■ 時 期 令和４年９月３日 

■ 場 所 北九州航空基地（第七管区海上保安本部） 

北九州市消防航空隊（北九州市） ほか 

          ■ 見学コース 門司港(船)～北九州市消防航空隊・北九州空港基地(バス) 

～門司港(船) 

■ 参加者 ３９人 

② コンテナターミナル見学会 

      市民、学校、企業のみなさんに「みなと」を身近に感じてもらうため、また

「港」の役割や私たちの生活に深く関わりのある「物流のしくみ」を知ってもらう

機会として、太刀浦コンテナターミナルの施設見学におけるプレゼンテーションを

行った。 

■ 活動回数及び見学者数  計 １０回 延べ １６１人 

  

（12）「海の日」協賛会の行事等 

海洋海事思想の普及と市民と海・港とを結ぶ各種行事を実施した。 

当協会は、「北九州海の日協賛会」の事務局を担当した。 

 

① 「海の日」協賛会行事一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行  事  名  実 施 時 期 

船員・港湾作業員慰問 

船員留守宅家族慰問 

関門港ボート天国 

門司・洞海海洋少年団市中パレード 

汽笛吹鳴 

海の写真展 

第59回中学生海の絵画ｺﾝｸｰﾙ（九州・山口地区対象） 

2022年度海の日ポスターコンクール入賞作品展 

式典及び海事功労者表彰式 

ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞作品展 

ミニミニトライアスロン 

みなと見学会 

ウォーターフロント・クリーンマナーアップ作戦 

巡視船体験航海・展示訓練 

海上航行安全祈願 

殉職船員慰霊祭 

海の日歓迎訪船 

シーサバイバルトレーニング体験会 

船員・港湾作業員入院療養者慰問 

7月 1日～31日 

7月 1日～31日 

7月17日 

7月17日 

7月18日 

7月18日～31日 

7月18日～31日 

7月18日～8月12日 

7月20日 

8月1日～12日 

8月21日 

9月23日 

10月16日ほか（通年） 

11月19日 

中止 

中止 

中止 

中止 

中止 



② 花火大会への協賛 

「くきのうみ花火大会」、「関門海峡花火大会」を支援した。 

港周辺で開催される関門海峡花火大会に、当協会が管理運営している駐車場を観覧 

席として提供した。 

 

（13）海の日海峡クルージング 

北九州港の役割や海辺の魅力などを周知するため、市民を対象に、大型フェリーを利用

して、関門海峡の体験航海を実施している。 

当協会は、「海の日・海峡クルージング実行委員会」の事務局を担当した。 

なお、新型コロナウイルスの感染防止のため大型フェリーの営業航海を活用したモニタ

ー・クルーズを複数回実施することに代えた。 

 

（14）定期刊行物の発行（通年） 

北九州港に関する情報発信とＰＲのため、会員等に向けて定期刊行物を発行した。 

① 機関誌「北九州港」 年１回      ８００部 

② 北九州港ニュース  年６回（偶数月） （オンライン） 

 

（15）ホームページ（通年） 

北九州港に関する情報発信とＰＲのため、ホームページの管理・運営を行った。 

 

 

２ 港湾関係共益事業 
    

北九州港に必要な船員その他港湾関係者等の休養、福利厚生施設等に関する事業を実施した。 

 

（１）戸畑船員サービスセンターの管理運営 

海事関係者の利便性の向上を図るため、戸畑船員サービスセンターの管理運営を行った。 

 

（２）港湾振興協会等事務連絡会 

港湾振興に関する共通課題の検討や情報交換などを行うため、国内主要港の港湾振興団

体の連絡会に参加した。 

■ 時 期 令和４年１２月５日～６日 

■ 場 所［会 議］ローズホテル横浜 

     「視 察」海上から横浜港視察（シーバスＡＣＥ乗船） 

■ 参加者 ２０人（ 参加港 東京、川崎、横浜、名古屋、大阪、神戸、北九州、博多） 

 

 

 



 

（３）役員・会員交流サロンの開催 

役員・会員企業の社員相互の交流と意見交換会の場を提供することを目的に実施した。 

■ 時 期 令和５年３月６日 

      ■ 視 察 宇部港、ＵＢＥ(宇部興産)関連施設 

■ 交流会 ＡＮＡクラウンプラザホテル宇部、山口ワイナリー 

■ 参加者 ２６人 

 

（４）国際ビジネス支援事業 

国際化に対応する人材を育成するため、会員を対象に、国際ビジネスに関する研修会を

開催した。（北九州貿易協会と共同事業） 

       ・国際ビジネス情報講演会 

■ 時 期 令和４年５月３０日 

■ 場 所 リーガロイヤルホテル 

■ 参加者 ３８人 

■ テーマ コロナ禍における九州地区の国際ビジネスの現状と展望 

     ～ジェトロの活用事例と九州でのベストプラクティス～ 

■ 講 師 独立行政法人 日本貿易振興機構(ジェトロ) 

     地域統括センター長兼福岡貿易情報センター所長 

      森 則数 氏 

 

（５）新年賀詞交歓会 

新年を祝し、北九州港の発展を祈念するため、海運・港湾７団体（関門港運協会、小倉

地区港運協会、洞海港運協会、八幡港友会、九州水曜会、門司エーゼント会、当協会）の

共催で賀詞交歓会を開催した。 

■ 時 期 令和５年１月１６日 

■ 場 所 ステーションホテル小倉 

■ 参加者 ２４７人 

 

３ 港内美化事業 

未来へきれいな海、海岸を引き継ぐことを目的に港湾関係団体と共同で清掃活動等を実施した。 

 ① ウォーターフロント・クリーンマナーアップ作戦 

        釣り人や市民の海岸美化に対する意識の向上を図るため、清掃及び啓発グッズの配

布により海岸線等の美化について、青少年ボランティア等と啓発活動を行った。 

■ 時 期 令和４年１０月１６日 

■ 場 所 西海岸、門司港レトロ地区 

■ 参加者 ６１人 



 

② 海岸クリーンアップ運動 

        平成２０年度から門司港に舞台を移し、大規模な清掃活動を行うことで観光地とし

ての魅力向上に寄与するため、北九州市内の海洋土木業者２４社で構成されている

「北九州港湾建設協会」会員等が実施する清掃活動に参加した。 

■ 時 期 令和４年６月５日 

■ 場 所 西海岸、門司港レトロ地区 

■ 参加者 ２５０人 

 

③ 海の玄関口清掃活動 

        北九州市の海の玄関口「新門司フェリーターミナル」がある門司区で清掃活動を行

った。 

・２０２２夏「新門司地区」海の玄関口清掃活動 

■ 時 期 令和４年８月１０日 

■ 場 所 新門司フェリーターミナル地区一帯 

■ 参加者 ３８２人 

 

・２０２２冬「（新門司地区」海の玄関口クリーンアップ活動 

■ 時 期 令和４年１２月１４日 

■ 場 所 新門司フェリーターミナル地区一帯 

■ 参加者 ３６４人 

 

   ４ その他の事業 

 

(１)駐車場事業 

当協会の財政基盤の強化を図り、また、海運港湾事業従事者、観光客の利便を確保する

ため、北九州市用地を借り受け有料駐車場として管理・運営を行った。 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

名  称 所在地 収容台数 備 考 

 新浜駐車場  門司区東港町 25   

 西海岸駐車場  門司区西海岸 229  （一時使用 105 台含む） 

 浅野三丁目駐車場  小倉北区浅野 85   

 紫川駐車場  小倉北区浅野 106    

 松ヶ島駐車場  八幡東区枝光 22    

 妙見駐車場  八幡西区築地町 61    

 計 579    


